
平成２９年３月７日 
 

平成２８年度「私立大学等改革総合支援事業」の支援対象校の選定について 
 

 
 

１．事業趣旨 

少子高齢化の急速な進行、地域コミュニティの衰退、グローバル化の進展等多くの

課題に直面しているなか、高等教育の約８割を担う私立大学は、建学の精神に基づい

た個性・特色豊かな教育を行い、多様な人材を輩出しており、我が国の持続的な発展

のための役割は大きくなっています。 

   本事業では教学面で、教育の質的転換、地域発展、産業界･他大学等との連携、グロ

ーバル化などの改革に全学的･組織的に取り組む私立大学等に対する支援を強化する

ことを目的として、経常費・設備費・施設費を一体として支援します。 

    ※平成２８年度予算額：２０１億円（経常費１６７億円、活性化設備費２３億円、施設・装置費１１億円） 

    ※支援対象校への配分方法 

     ・経常費：一般補助の一定割合を増額するとともに、特別補助において得点に応じた一定額を増額 

     ・活性化設備費：事業趣旨に合致する設備整備事業に対し、必要額を交付 

     ・施設・装置費：事業趣旨に合致する施設・装置等整備事業に対し、必要額を交付 

 

２．支援対象校の選定 

  以下のタイプごとに「私立大学等改革総合支援事業 調査票」で、各大学の改革の取

組状況を問う設問を設定し、これらの回答を点数化したうえで、「私立大学等改革総合

支援事業委員会」の審議を踏まえ選定する仕組みとしています。 

■タイプ１：「教育の質的転換」型          ■タイプ２：「地域発展」型 

■タイプ３：「産業界･他大学等との連携」型   ■タイプ４：「グローバル化」型 

   今年度は延べ計 1,562 校（実数計 716 校）から申請を受け、延べ計 690 校（実数計

457 校）を選定しました。全私立大学等の約８割からの申請があり、引き続き改革に

取り組む大学の意欲は高い状況にあります。 

 

 平成２８年度「私立大学等改革総合支援事業」について、支援対象校の選定結果をと

りまとめましたのでお知らせします。 



改革の進展状況について、調査票の各項目(設問)への回答状況を経年比較してみる

と、昨年度から内容を見直した設問や、今年度新設した高大接続に係る設問等を除き、

概ね実施率が上昇しています。これは、選定校だけではなく、申請校全体の実施率が

上昇しており、基盤的経費としての性格を有しつつ、メリハリある配分により私立大

学等における取組水準の底上げを図る本事業のねらいとする成果が見て取れます。 

   このような状況を踏まえ、採択・申請大学及び文部科学省、日本私立学校振興・共

済事業団に対して、事業委員会委員長から別添のとおり所見が出されています。 
   

※各項目(設問)の内容、回答状況の経年比較や都道府県別の選定状況などの詳細な資料につい

ては、以下のＵＲＬに掲載しています。今後、各大学の取組事例なども掲載予定です。 
http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shinkou/07021403/002/002/1340519.htm 
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平成28年度予算額 201億円（201億円）

経常費 167億円 （144億円）
活性化設備費 23億円 （46億円）
施設・装置費 11億円 （11億円）

私立大学等改革総合支援事業
○ 高等教育全体の質の向上には、大学の約８割を占める私学の改革支援が急務。
○ このため、各タイプに対応した改革に全学的・組織的に取り組む大学等に対する支援を強

化するため、経常費・設備費・施設費による一体的支援を実施。
○ 教育の質的転換の取組について重点的に措置するとともに、高大接続改革に取り組む大

学を追加的に支援（タイプ１）。また、大学の特色に応じて申請できるタイプ２～４も充実。
○ 対象は、延べ６７０校程度を想定（各タイプ間の重複採択あり） 。
○ ３年間の事業実績を踏まえて、設備費を縮減する一方、経常費増額により採択校を拡充。

基本スキーム

タイプ１「教育の質的転換」（350校）

全学的な体制での教育の質的転換
（学生の主体的な学修の充実等）を支援

＜評価する取組（例）＞
○全学的教学マネジメント体制の構築
○シラバスの改善（主体的な学修を促す教育課程の編成）
○学生の学習時間等の把握と充実
○学生による授業評価結果の活用
○外部組織と連携したproject-Based Learningの実施 等

タイプ２「地域発展」（160校）

地域社会貢献、社会人受入れ、生涯学
習機能の強化等を支援

○自治体との包括連携協定の締結
○全学的地域連携センターの設置

○地域社会と連携した地域課題解決のための教
育プログラム 等

タイプ３ 「産業界・他大学等との連携」 （80校）

産業界や国内の他大学等と連携した
高度な教育研究支援

○教育面を含む産学連携体制の構築

○長期インターンシップ

○交流協定に基づく単位互換の実施・交流実績

○教育プログラムの共同開発、共同研究、共同
FD・SD 等

タイプ４「グローバル化」（80校）

国際環境整備、地域の国際化など、多
様なグローバル化を支援

○実践的な語学教育

○外国人教員・学生の比率

○地域のグローバル化への貢献 等

※三大都市圏（過疎地域は除く）にある収容定員8,000人以上の
大学等は対象外。

高大接続改革に積極的に取り組む
大学等を追加的に支援（新規）

＜評価する取組（例）＞
○多面的･総合的な入試への転換
○高等学校教育と大学教育の連携強化
○アドミッションオフィス等の組織改善
○追跡調査など選抜方法の妥当性の検証 等

※必須要件 グローバル化対応ポリシーの策定。

＋



私立大学等改革総合支援事業 選定状況（総表）

大学 短大 高専
申請
校数
計

選定
校数
計

選定率
平均点
（点）

選定
ライン
（点）

申請
校数
（校）

選定
校数
（校）

選定率
申請
校数
（校）

選定
校数
（校）

選定率 申請
校数
（校）

選定
校数
（校）

タイプ１
【教育の質的
転換】

458
(479)

243
(219)

53%
(46%)

217
(233)

118
(100)

54%
(43%)

3
(2)

1
(1)

678
(714)

362
(320)

53%
(45%)

73.53
(80.81)

77
(88)

タイプ２
【地域発展】

294
(316)

125
(120)

43%
(38%)

112
(132)

42
(33)

38%
(25%)

1
(1)

0
(0)

407
(449)

167
(153)

41%
(34%)

34.88
(33.07)

40
(40)

タイプ３
【産業界・他大学
との連携】

207
(225)

75
(71)

36%
(32%)

44
(51)

4
(3)

9%
(6%)

2
(1)

1
(1)

253
(277)

80
(75)

32%
(27%)

25.20
(20.33)

34
(29)

タイプ４
【ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ化】

191
(204)

77
(75)

40%
(37%)

32
(40)

4
(3)

13%
(8%)

1
(0)

0
(0)

224
(244)

81
(78)

36%
(32%)

52.01
(50.96)

60
(59)

延べ計
1,150
(1,224)

520
(485)

45%
(40%)

405
(456)

168
(139)

41%
(30%)

7
(4)

2
(2)

1,562
(1,684)

690
(626)

44%
(37%)

－ －

実数計
487
(502)

325
(308)

67%
(61%)

226
(242)

130
(111)

58%
(46%)

3
(2)

2
(2)

716
(746)

457
(421)

64%
(56%)

－ －

※(   ) 内は昨年度〔27年度〕
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学校名
タイプ１

（教育の質的転換）
タイプ２
（地域発展）

タイプ３
（産業界・他大学等
との連携）

タイプ４
（グローバル化）

1 札幌大学 ○
2 札幌大学女子短期大学部 ○
3 北海道科学大学 ○ ○ ○
4 北海道薬科大学 ○
5 北海道科学大学短期大学部 ○
6 函館大学 ○ ○
7 函館短期大学 ○ ○
8 北星学園大学 ○ ○
9 北星学園大学短期大学部 ○ ○
10 北海学園大学 ○
11 北海道情報大学 ○
12 千歳科学技術大学 ○
13 稚内北星学園大学 ○
14 札幌大谷大学 ○
15 帯広大谷短期大学 ○ ○
16 釧路短期大学 ○ ○
17 青森大学 ○
18 八戸工業大学 ○
19 青森中央学院大学 ○ ○
20 青森中央短期大学 ○
21 富士大学 ○ ○
22 盛岡大学 ○
23 盛岡大学短期大学部 ○
24 東北福祉大学 ○ ○ ○ ○
25 東北学院大学 ○ ○
26 東北工業大学 ○ ○ ○
27 仙台大学 ○ ○ ○
28 宮城学院女子大学 ○
29 尚絅学院大学 ○
30 聖和学園短期大学 ○
31 仙台青葉学院短期大学 ○
32 聖園学園短期大学 ○
33 東北公益文科大学 ○ ○ ○
34 東北文教大学 ○
35 羽陽学園短期大学 ○
36 郡山女子大学 ○
37 郡山女子大学短期大学部 ○
38 東日本国際大学 ○
39 いわき短期大学 ○
40 桜の聖母短期大学 ○
41 茨城キリスト教大学 ○
42 作新学院大学 ○
43 国際医療福祉大学 ○ ○ ○ ○
44 文星芸術大学 ○
45 共愛学園前橋国際大学 ○ ○ ○
46 高崎商科大学 ○
47 高崎商科大学短期大学部 ○
48 群馬パース大学 ○
49 育英短期大学 ○
50 明海大学 ○ ○
51 埼玉医科大学 ○ ○
52 埼玉医科大学短期大学 ○
53 獨協大学 ○
54 姫路獨協大学 ○
55 駿河台大学 ○ ○
56 ものつくり大学 ○ ○ ○
57 浦和大学 ○
58 浦和大学短期大学部 ○
59 国際学院埼玉短期大学 ○

平成２８年度私立大学等改革総合支援事業の選定状況



60 青森明の星短期大学 ○ ○
61 山村学園短期大学 ○
62 千葉商科大学 ○ ○ ○
63 敬愛大学 ○
64 千葉工業大学 ○ ○
65 麗澤大学 ○ ○
66 千葉経済大学 ○
67 東京基督教大学 ○ ○
68 植草学園短期大学 ○
69 昭和学院短期大学 ○
70 青山学院大学 ○ ○
71 桜美林大学 ○
72 女子栄養大学 ○
73 女子栄養大学短期大学部 ○
74 学習院大学 ○ ○
75 学習院女子大学 ○
76 北里大学 ○
77 共立女子大学 ○
78 共立女子短期大学 ○
79 杏林大学 ○ ○ ○
80 国立音楽大学 ○
81 慶應義塾大学 ○ ○
82 東京都市大学 ○ ○ ○ ○
83 工学院大学 ○ ○
84 國學院大學北海道短期大学部 ○
85 国際基督教大学 ○
86 東京慈恵会医科大学 ○ ○
87 実践女子大学 ○
88 実践女子大学短期大学部 ○
89 芝浦工業大学 ○ ○ ○ ○
90 順天堂大学 ○
91 昭和大学 ○ ○
92 上智大学 ○ ○ ○
93 上智大学短期大学部 ○ ○
94 女子美術大学 ○ ○ ○
95 女子美術大学短期大学部 ○
96 仙台白百合女子大学 ○ ○
97 成蹊大学 ○
98 聖心女子大学 ○
99 清泉女子大学 ○
100 聖路加国際大学 ○ ○ ○
101 専修大学 ○
102 石巻専修大学 ○
103 創価大学 ○
104 大正大學 ○ ○
105 淑徳大学 ○ ○
106 大東文化大学 ○
107 高千穂大学 ○
108 玉川大学 ○
109 中央大学 ○ ○
110 津田塾大学 ○ ○
111 帝京大学 ○ ○ ○
112 東京医科大学 ○
113 東京音楽大学 ○
114 東京家政学院大学 ○
115 筑波学院大学 ○ ○
116 東京経済大学 ○
117 東京歯科大学 ○
118 東京工芸大学 ○ ○
119 東京電機大学 ○ ○ ○
120 東京理科大学 ○ ○
121 諏訪東京理科大学 ○
122 東京薬科大学 ○
123 日本工業大学 ○ ○
124 東邦大学 ○ ○
125 東洋大学 ○ ○
126 二松学舎大学 ○
127 日本大学 ○



128 日本獣医生命科学大学 ○
129 日本医科大学 ○
130 日本女子大学 ○
131 東京国際大学 ○ ○
132 法政大学 ○
133 星薬科大学 ○ ○
134 東邦音楽大学 ○ ○
135 東邦音楽短期大学 ○
136 武蔵野大学 ○ ○ ○ ○
137 武蔵野美術大学 ○ ○
138 明治学院大学 ○
139 明治大学 ○ ○
140 明治薬科大学 ○
141 立教大学 ○ ○
142 和光大学 ○
143 早稲田大学 ○ ○
144 日本赤十字広島看護大学 ○ ○
145 日本赤十字九州国際看護大学 ○ ○
146 日本赤十字豊田看護大学 ○
147 神田外語大学 ○
148 川村学園女子大学 ○
149 聖学院大学 ○ ○
150 多摩大学 ○ ○ ○ ○
151 江戸川大学 ○
152 文京学院大学 ○
153 城西国際大学 ○ ○
154 駒沢女子大学 ○
155 駒沢女子短期大学 ○
156 目白大学 ○ ○
157 目白大学短期大学部 ○
158 十文字学園女子大学 ○
159 東京純心大学 ○
160 人間総合科学大学 ○
161 白梅学園大学 ○
162 白梅学園短期大学 ○
163 東京医療保健大学 ○
164 小田原短期大学 ○
165 帝京平成大学 ○ ○
166 こども教育宝仙大学 ○
167 横浜美術大学 ○ ○
168 事業構想大学院大学 ○
169 帝京短期大学 ○
170 国際短期大学 ○
171 戸板女子短期大学 ○
172 東京立正短期大学 ○
173 鶴川女子短期大学 ○
174 埼玉女子短期大学 ○
175 山野美容芸術短期大学 ○
176 麻布大学 ○
177 神奈川大学 ○
178 神奈川歯科大学 ○
179 湘南工科大学 ○
180 相模女子大学 ○
181 相模女子大学短期大学部 ○
182 鶴見大学 ○
183 鶴見大学短期大学部 ○
184 聖マリアンナ医科大学 ○
185 フェリス女学院大学 ○ ○
186 横浜商科大学 ○ ○
187 鎌倉女子大学 ○
188 神奈川工科大学 ○
189 桐蔭横浜大学 ○ ○
190 昭和音楽大学 ○
191 昭和音楽大学短期大学部 ○
192 清泉女学院大学 ○
193 情報セキュリティ大学院大学 ○
194 日本映画大学 ○
195 新潟薬科大学 ○ ○



196 国際大学 ○
197 敬和学園大学 ○
198 新潟国際情報大学 ○
199 新潟工科大学 ○ ○
200 新潟青陵大学 ○
201 新潟青陵大学短期大学部 ○
202 新潟リハビリテーション大学 ○ ○
203 明倫短期大学 ○
204 富山国際大学 ○ ○ ○
205 富山短期大学 ○
206 富山福祉短期大学 ○ ○
207 金沢工業大学 ○ ○ ○ ○
208 金沢工業高等専門学校 ○
209 金沢医科大学 ○
210 北陸大学 ○ ○
211 金沢学院大学 ○ ○
212 金沢学院短期大学 ○ ○
213 金城大学 ○
214 金城大学短期大学部 ○ ○
215 北陸学院大学 ○
216 北陸学院大学短期大学部 ○
217 仁愛女子短期大学 ○
218 山梨学院短期大学 ○ ○
219 身延山大学 ○
220 山梨英和大学 ○ ○
221 長野大学 ○
222 松本大学 ○ ○
223 松本大学松商短期大学部 ○ ○
224 佐久大学 ○
225 飯田女子短期大学 ○
226 岐阜経済大学 ○ ○
227 朝日大学 ○ ○ ○
228 岐阜女子大学 ○ ○ ○
229 岐阜聖徳学園大学 ○
230 岐阜聖徳学園大学短期大学部 ○
231 中部学院大学 ○ ○
232 中部学院大学短期大学部 ○ ○
233 大垣女子短期大学 ○
234 滋賀文教短期大学 ○
235 静岡理工科大学 ○ ○
236 聖隷クリストファー大学 ○
237 静岡産業大学 ○ ○
238 愛知大学 ○ ○
239 中京大学 ○ ○
240 名古屋商科大学 ○ ○
241 椙山女学園大学 ○ ○
242 同朋大学 ○
243 名古屋造形大学 ○
244 名古屋学院大学 ○ ○
245 南山大学 ○
246 藤田保健衛生大学 ○ ○ ○
247 日本福祉大学 ○ ○
248 中部大学 ○
249 名城大学 ○
250 豊田工業大学 ○
251 名古屋外国語大学 ○ ○
252 名古屋学芸大学 ○
253 愛知産業大学 ○
254 愛知産業大学短期大学 ○
255 愛知みずほ大学 ○
256 愛知みずほ大学短期大学部 ○
257 東海学園大学 ○ ○
258 豊橋創造大学 ○ ○
259 豊橋創造大学短期大学部 ○ ○
260 愛知文教女子短期大学 ○
261 桜花学園大学 ○
262 名古屋短期大学 ○
263 名古屋文理大学 ○



264 名古屋文理大学短期大学部 ○
265 愛知工科大学 ○
266 愛知工科大学自動車短期大学 ○
267 愛知東邦大学 ○
268 星城大学 ○
269 岡崎女子短期大学 ○
270 愛知江南短期大学 ○
271 名古屋文化短期大学 ○
272 名古屋柳城短期大学 ○
273 愛知医療学院短期大学 ○
274 皇學館大学 ○
275 四日市看護医療大学 ○ ○
276 鈴鹿医療科学大学 ○
277 鈴鹿大学 ○ ○
278 鈴鹿大学短期大学部 ○ ○
279 高田短期大学 ○
280 聖泉大学 ○
281 長浜バイオ大学 ○ ○
282 びわこ学院大学 ○
283 びわこ学院大学短期大学部 ○
284 滋賀短期大学 ○ ○
285 京都外国語大学 ○ ○ ○
286 京都外国語短期大学 ○
287 京都学園大学 ○
288 京都産業大学 ○ ○ ○
289 京都女子大学 ○
290 京都橘大学 ○
291 京都薬科大学 ○
292 京都光華女子大学 ○ ○
293 京都光華女子大学短期大学部 ○ ○
294 大谷大学 ○
295 花園大学 ○
296 立命館大学 ○ ○
297 立命館アジア太平洋大学 ○ ○
298 龍谷大学 ○ ○
299 龍谷大学短期大学部 ○
300 明治国際医療大学 ○ ○
301 京都造形芸術大学 ○
302 佛教大学 ○
303 京都嵯峨芸術大学 ○ ○
304 京都嵯峨芸術大学短期大学部 ○
305 京都美術工芸大学 ○
306 京都経済短期大学 ○
307 大阪医科大学 ○ ○
308 大阪経済大学 ○
309 大阪経済法科大学 ○ ○
310 大阪工業大学 ○ ○ ○
311 摂南大学 ○
312 広島国際大学 ○
313 大阪歯科大学 ○
314 大阪電気通信大学 ○ ○
315 大手前大学 ○
316 大手前短期大学 ○
317 追手門学院大学 ○
318 関西大学 ○ ○ ○
319 関西医科大学 ○
320 関西外国語大学 ○ ○
321 関西外国語大学短期大学部 ○ ○
322 近畿大学 ○ ○
323 近畿大学短期大学部 ○
324 近畿大学工業高等専門学校 ○
325 四天王寺大学 ○
326 阪南大学 ○
327 大阪商業大学 ○
328 帝塚山学院大学 ○ ○
329 大阪体育大学 ○ ○
330 桃山学院大学 ○ ○
331 プール学院大学 ○



332 プール学院大学短期大学部 ○
333 関西福祉大学 ○ ○
334 関西福祉科学大学 ○
335 関西女子短期大学 ○
336 太成学院大学 ○
337 常磐会短期大学 ○
338 羽衣国際大学 ○ ○ ○
339 大阪成蹊大学 ○
340 びわこ成蹊スポーツ大学 ○
341 大阪成蹊短期大学 ○
342 千里金蘭大学 ○
343 大阪女学院大学 ○
344 大阪河﨑リハビリテーション大学 ○
345 大阪総合保育大学 ○ ○
346 大阪城南女子短期大学 ○ ○
347 宝塚医療大学 ○
348 大阪キリスト教短期大学 ○
349 大阪夕陽丘学園短期大学 ○
350 大阪信愛女学院短期大学 ○
351 神戸海星女子学院大学 ○
352 関西学院大学 ○ ○ ○
353 甲南大学 ○ ○
354 神戸学院大学 ○
355 神戸松蔭女子学院大学 ○
356 神戸親和女子大学 ○ ○
357 園田学園女子大学 ○
358 園田学園女子大学短期大学部 ○
359 武庫川女子大学 ○ ○
360 武庫川女子大学短期大学部 ○
361 兵庫医科大学 ○
362 兵庫医療大学 ○ ○ ○
363 兵庫大学 ○
364 兵庫大学短期大学部 ○
365 関西国際大学 ○ ○ ○
366 環太平洋大学 ○
367 神戸常盤大学 ○ ○
368 神戸常盤大学短期大学部 ○
369 産業技術短期大学 ○ ○ ○
370 東洋食品工業短期大学 ○ ○
371 湊川短期大学 ○ ○
372 姫路日ノ本短期大学 ○
373 奈良大学 ○
374 帝塚山大学 ○ ○
375 畿央大学 ○ ○
376 鳥取短期大学 ○ ○
377 岡山理科大学 ○
378 川崎医科大学 ○
379 川崎医療福祉大学 ○
380 川崎医療短期大学 ○
381 岡山商科大学 ○ ○ ○
382 くらしき作陽大学 ○
383 作陽音楽短期大学 ○
384 ノートルダム清心女子大学 ○
385 美作大学 ○
386 美作大学短期大学部 ○
387 吉備国際大学 ○ ○
388 九州保健福祉大学 ○
389 山陽学園大学 ○ ○
390 山陽学園短期大学 ○ ○
391 広島経済大学 ○
392 広島修道大学 ○ ○ ○
393 広島文教女子大学 ○
394 広島女学院大学 ○
395 安田女子大学 ○
396 安田女子短期大学 ○
397 福山大学 ○
398 比治山大学 ○
399 広島文化学園大学 ○ ○



400 広島文化学園短期大学 ○
401 梅光学院大学 ○
402 東亜大学 ○
403 徳山大学 ○ ○
404 四国大学 ○ ○ ○
405 四国大学短期大学部 ○ ○ ○
406 徳島文理大学 ○
407 四国学院大学 ○ ○
408 高松大学 ○ ○
409 高松短期大学 ○ ○
410 香川短期大学 ○ ○
411 松山東雲女子大学 ○ ○
412 松山東雲短期大学 ○ ○
413 今治明徳短期大学 ○
414 高知学園短期大学 ○
415 西日本工業大学 ○
416 久留米大学 ○ ○
417 中村学園大学 ○ ○ ○
418 中村学園大学短期大学部 ○ ○ ○
419 九州産業大学 ○ ○
420 福岡工業大学 ○ ○ ○ ○
421 福岡工業大学短期大学部 ○
422 埼玉純真短期大学 ○
423 九州女子大学 ○
424 九州共立大学 ○
425 九州女子短期大学 ○
426 福岡歯科大学 ○
427 福岡医療短期大学 ○
428 久留米工業大学 ○ ○
429 筑紫女学園大学 ○
430 福岡女学院看護大学 ○
431 福岡女子短期大学 ○
432 久留米信愛女学院短期大学 ○ ○
433 精華女子短期大学 ○
434 西九州大学 ○ ○
435 西九州大学短期大学部 ○ ○
436 佐賀女子短期大学 ○ ○
437 九州龍谷短期大学 ○
438 長崎総合科学大学 ○
439 長崎純心大学 ○ ○
440 長崎国際大学 ○ ○ ○ ○
441 長崎短期大学 ○ ○
442 長崎外国語大学 ○ ○ ○
443 長崎ウエスレヤン大学 ○ ○ ○
444 崇城大学 ○ ○
445 熊本学園大学 ○
446 尚絅大学 ○
447 尚絅大学短期大学部 ○
448 熊本保健科学大学 ○
449 日本文理大学 ○ ○
450 別府大学 ○ ○
451 別府大学短期大学部 ○
452 別府溝部学園短期大学 ○ ○ ○
453 南九州大学 ○
454 宮崎国際大学 ○ ○
455 宮崎学園短期大学 ○
456 鹿児島女子短期大学 ○ ○
457 沖縄大学 ○



   

 
 

 

私立大学等改革総合支援事業委員会 委員長所見 

 

この度、本委員会は、「私立大学等改革総合支援事業」について、本年９月に申請のあった716

校（大学・短期大学・高等専門学校）の審査を行い、457校を支援対象校として選定した。 

 

１．「私立大学等改革総合支援事業」の意義 

我が国は、少子高齢化の急速な進行により今や本格的な人口減少社会を迎え、地域コミュニテ

ィの衰退、グローバル化の進展・新興国の台頭による競争激化、東日本大震災からの復興等多く

の課題に直面している。高等教育の約８割を担う私立大学は、18歳人口の急激な減少や都市部

への若年人口流出等の影響を受け約４割で入学定員割れ、単年度の収支が赤字となっており、

特に地方・中小規模校は厳しい経営環境に置かれている。 

こうした状況の下、建学の精神に基づいた個性・特色豊かな教育を行い多様な人材を輩出して

きた私立大学等が、我が国の持続的な発展のため担うべき役割は極めて大きく、各大学等が経

営改革・教育研究改革に不断の努力を傾け、時代の荒波を乗り越えてゆかねばならない。 

平成25年度から開始した本事業は、教学面からの大学改革に組織的・体系的に取り組む私立

大学等を選定し、当該大学等の財政基盤の充実を図るため、経常費・施設費・設備費を一体とし

て重点的に支援するものである。 

タイプ１： 教育の質的転換             タイプ２： 地域発展 

タイプ３： 産業界や他大学等との連携      タイプ４： グローバル化 

私学助成が大学にとっての基盤的経費という性質を踏まえれば、外形的・客観的な評価に基づ

いて補助金の配分がなされることが原則であることから、本事業では、大学改革に資すると考えら

れる評価項目（設問）と得点を定めた調査票をタイプ毎に策定し、当該調査票への各大学等の回

答を基に合計得点が高いものから選定する方式を採っている。 

このように基盤的経費としての性質を十分に勘案しつつ、大学改革の実施状況を総合的に評

価し、経常費・施設費・設備費によって総合的にメリハリある配分を行うという点において、本事業

は新たな取組であり、大学のガバナンス改革を促すうえで大きな役割を果たしており、今後ともこう

した効果が期待される。 

 

２．選定に当たっての所見 

今年度は、昨年度と比較して申請校数がやや減少しているものの、なお、全私立大学等の約８

割にあたる716校から申請があったことからみても、昨年度同様に大学等の改革意欲は十分に感

じられた。評価項目（設問）への回答状況を経年比較してみると、概ね実施率の上昇が見て取れ

るが、昨年度からの設問内容の見直しや新設した設問については、実施率が低いものがあるので、

引き続き、各大学等の取組に期待したい。 

また、大学改革を着実に進めるためには、国としての継続的な支援が不可欠であり、来年度も

本事業を継続・充実する方向で検討すべきである。 



 
 

各大学等には、改めて次のように認識いただけるようお願いしたい。 

○ 大学改革を円滑かつ効果的に進めるには、具体的な目標や行動計画を策定した上で、

進捗状況のフォローアップを行い、その結果を次の改善に繋げることが重要であり、PDCA

サイクルの確立に向けて本事業を大いに活用していただきたい。本委員会で議論した設問

の回答状況等のデータや分析結果を公表するので、各大学の取組状況の相対化・見える

化に役立てていただきたい。 

○ 本事業では基盤的経費の性質を踏まえ、外形的・客観的に実施状況を評価可能な項目

（設問）を設けているが、もとより真に実効性のある改革を図る上では、取組の「質」こそ肝要

であること。したがって、例えば、シラバスのチェックやナンバリングの実施等を契機として教

育課程の体系性や各科目の内容を再確認するなど、本事業の選定をゴールではなく次な

る改革に向けた通過点として取組の深化を追求すること。これらの大学改革の取組の実質

化とともに、本事業を活用して得られた具体的な成果・効果については、積極的に社会に

対して発信していくよう努力していただきたい。 

○ 本事業の申請や事後評価にあたっては、補助金担当者だけではなく、教学担当者など学

内関係者との認識を共有させ、学内一体となって取り組んでいただきたい。また、実施率が

ほぼ100％になるなどして削除・見直しされた設問が出てきているが、こうした取組について

も引き続き実施・発展されることを期待するものである。 

 

３．文部科学省及び日本私立学校振興・共済事業団への期待 

最後に、来年度以降も本事業を実施する場合、文部科学省及び日本私立学校振興・共済事

業団には以下の点を期待したい。 

○ 今回の選定プロセスで把握できた実態や各大学等からの意見も踏まえ、評価項目（設

問）の更なる改善・充実を図ること。 

○ 学校種別、規模別、都道府県別の申請・選定状況をタイプ毎に子細に分析した上で、私

立大学等における取組水準の全体的な底上げを図る観点から、引き続き、より望ましい申

請要件・選定基準等について検討すること。 

○ 昨年度から申請校数が減少していることから、より多くの大学等が改革意識を高め、取組

を進めていけるよう、申請がない大学等についても、申請が促される仕組みについて検討

すること。 

○ 本事業による各大学等の改革の成果について、各大学の改革の実質化を促し、その成

果が社会に対して発信されるよう適切なフォローアップを行うこと。 

○ 昨年度に選定された大学等に対する現地調査の結果も踏まえつつ、調査票に記載され

た取組の実施状況を確認するなど丁寧かつ有効な現地調査を継続し、国費の配分方法と

して疑念を持たれることがないようにすること。 

平成29年 3月 7日 

私立大学等改革総合支援事業委員会 

委員長 納谷  廣美 
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